
糸魚川ジオパーク協議会 ジオパーク講座 報告書 

2025/8/16 

成嶋ちえ子 

『翡翠物語～海岸で拾った石は翡翠だった!?』 

 

開催日時：2025（令和 7）年 8 月 10 日(日) 13：30～15：15 

場  所：フォッサマグナミュージアム ホール （糸魚川市一の宮 1313） 

主催者 ：糸魚川ジオパーク協議会 

出席者 ：糸魚川ジオパーク協議会会長・市長久保田郁夫様 

     フォッサマグナミュージアム館長 竹之内耕様  

     糸魚川市文化振興課課長（長者ヶ原考古館・歴史民俗資料館 館長）嵐口守様 

     フォッサマグナミュージアム主査・学芸員 小河原孝彦様 

一般参加者：約６０名 

 

【内容】  

1. 挨拶 糸魚川ジオパーク協議会会長・市長久保田郁夫様 

2. 講師紹介 

3. 講演 

パワーポイント資料（65 スライド）を提示して講演 

4. 講評 フォッサマグナミュージアム館長 竹之内耕様  

『とうとうとした話し方で説明が分かり易かった。よく調べられたと思う。また、所々

でご自身の感想や考えを述べていたのが良かった。これからも糸魚川の魅力を発信して

ほしい。』 

 

【講演を終えて】 

会場は階段状固定椅子のきれいなホールで、このような立派な会場でお話できること

に緊張しながらも、親戚関係、中学・高校時代の友人の顔が多かったのは嬉しくありが

たかったです。その中でも、 

・私に翡翠のイヤリングをプレゼントしてくれた叔母さんは市長さんのお母さま 

・糸魚川の海岸で拾い集めた翡翠コレクション 243 点をミュージアムに寄贈してくだ 

さったご本人（私の高校時代の友人）紹介 

・「奇跡の翡翠」の指輪とペンダントの紹介（60 年来の私の友人が身に着けて来場） 

  この話をしたら大きな拍手がわきおこりました。糸魚川だからこその話ができて、会場

が和やかな雰囲気に包まれました。 

   また、数々の著作物の著者である宮島宏様から、「著作を丹念に読み込んでくれてあり 

がとう。フォッサマグナミュージアムの座間支店として糸魚川のことを伝えていってく

ださい。」というコメントをいただき、さらに新しい著作物 3 冊を頂戴しました。 



   参加者の感想や意見はあまり聞けなかったのですが「知らなかった話が聞けて勉強に 

なった」「学芸員とは違った話が聞けてよかった」という声がありました。 

   講演の企画を担当してくださった学芸員さんからは、「学芸員は糸魚川の良いところ 

（悪いところも含めて）を来館者に伝えて、それを行動に移してこそ持続可能な糸魚川 

を創ることにつながります。今回糸魚川について情報発信していただいたことは大変重 

要だと思っています。」とコメントをいただきました。 

 今回の講演会で私の調べ学習「翡翠物語」が一応完結し、私の中で大きな財産ができ 

ました。でもこれで終わりではないので、再発見した糸魚川の魅力を情報発信すること、 

情報キャッチアンテナを保持し続けることを今後の課題としたいと思います。また私と 

故郷糸魚川のつながりは永遠ですからできるだけ帰郷したいと思っています。 

 最後に、この度の講演会は佐藤みと座間市長さんが私の受賞を糸魚川市に伝えてくだ 

さったことがきっかけでした。座間市と糸魚川市を繋げてくださった佐藤市長さん糸魚 

川市長さんはじめご尽力くださった糸魚川の皆様に心より感謝申し上げます。 
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